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◆防災・減災等強化対策　24億9,200万円 
緊急輸送道路、交通安全施設等の整備、崩壊した山腹斜面の復旧　など 

◆緊急経済・雇用対策　7億8,700万円 
就職先が決まらないまま大学・高等学校等を卒業した人を対象とした 
就業体験の実施、社会福祉施設の整備促進、介護人材等の確保　など 

◆「ひろしま未来チャレンジビジョン」の加速化　600万円 
地域還元型再生可能エネルギーの導入（再生可能エネルギーの普及
拡大と売電収益を活用した地域還元を行うため、メガソーラー発電事
業を行う事業体を設立）、医師の育成・確保　など 

◆その他　69億3,300万円 
国の経済対策に伴う各種基金の積み立て（広島県安心こども基金など
4基金） 

●本会議の傍聴 

●本会議場の団体見学 

●委員会の視聴 

●点字・音声版のお知らせ 

● 平成24年度補正予算 … 

● 平成23年度決算…… 

● 条例案 …………………… 
 

● 人事案件 ………………… 

● その他の議案 …………… 

● 意見書案 ………………… 

● 請願   ……………………………… 

一般会計2件、特別会計1件 

一般会計・特別会計１件、企業会計１件 

警察署の名称、位置及び管轄区域に関する条例の一部を改正する
条例など20件 

広島県公害審査会委員の任命の同意についてなど2件 

公の施設の指定管理者の指定についてなど9件 

産業競争力の維持・強化を図るための対策の充実を求める意見書 

妊婦健診とヒブ・小児用肺炎球菌・子宮頸がん予防3ワクチンへの
2012年度と同水準の公費助成を国に求める意見書の提出を求め
る請願（継続審査）（その他不採択2件） 

可決 

可決 

同意 

継続審査 

承認 可決 

可決 

12月  6日 本会議　［開会、提案理由説明など］ 

12月  7日 全員委員会　［提案事項の説明など］ 

12月10日～12日 本会議　［一般質問など］ 

12月13日 各常任委員会 

12月18日 本会議　［委員長報告、議案の採決など、閉会］ 

（平成24年12月6日～12月18日） 

カキいかだ（江田島市沖美町三高地区から臨む） 江田島などの多くの島々を有する広島湾は、波が穏やかで、太田川等から豊富な栄養分が運びこまれるなど、カキの養殖によい条件がそろう。 
こうした環境を生かし湾内には約１万ものカキいかだが設置されている。 

　
広
島
県
議
会
は
、
十
二
月
定
例
会
を
十
二

月
六
日
か
ら
十
二
月
十
八
日
ま
で
の
十
三

日
間
の
会
期
で
開
き
ま
し
た
。 

　
今
回
の
定
例
会
で
は
「
平
成
二
十
四
年
度

広
島
県
一
般
会
計
補
正
予
算
」
や
「
警
察
署

の
名
称
、
位
置
及
び
管
轄
区
域
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」、「
産
業
競
争

力
の
維
持
・
強
化
を
図
る
た
め
の
対
策
の
充

実
を
求
め
る
意
見
書
」
な
ど
三
十
七
議
案
に

つ
い
て
審
議
を
行
い
ま
し
た
。 

　
こ
の
う
ち
決
算
特
別
委
員
会
で
継
続
審
査

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た「
平
成
二
十
三
年
度

決
算
認
定
等
」を
除
い
て
、い
ず
れ
も
原
案
の

と
お
り
可
決
、同
意
並
び
に
承
認
し
ま
し
た
。 

　
本
会
議
に
お
い
て
は
、
経
済
・
雇
用
対
策
、

医
療
・
福
祉
施
策
、産
業
・
観
光
振
興
、農
業
問

題
な
ど
の
県
政
が
直
面
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
に
つ
い
て
、
九
人
の
議
員
が
一
般
質
問

を
行
い
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
各
常
任
委
員
会
に
お
い
て
は
、
付

託
さ
れ
た
各
議
案
な
ど
に
つ
い
て
審
査
・
調

査
を
行
い
ま
し
た
。 

●平成24年度 
   広島県補正予算を可決 

国の経済対策を活用した
防災・減災等強化対策や、
さらなる緊急経済・雇用
対策のほか、「ひろしま未
来チャレンジビジョン」を
加速化するための事業な
ど、総額102億1,800万
円の補正予算を可決しま
した。 

●警察署の名称、位置及び管轄区域に関する条例の一部を改正する条例を可決 
広島市佐伯区に新設する警察署の名称、位置及び管轄区域などを定めた条例改正案を可決しました。 
 

 

●職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例を可決 
人事委員会の給与に関する勧告等を考慮して、職員の自宅に係る住居手当及び給与構造改革に伴う経
過措置を廃止する条例改正案を可決しました。 

主な事業内容 

広島県佐伯警察署 

新設警察署の名称 位置 

広島市佐伯区倉重一丁目 広島市佐伯区 平成25年9月2日 

管轄区域 開庁日 



紙面の都合上、1人2問以内で掲載しております。 

12月13日開催 

一
般
質
問
（
要
旨
） 

●
１２
月
１０
日
 

一
般
質
問
（
要
旨
） 

●
１２
月
１１
日
 

用語 
解説 

用語 
解説 

用語 

解説 

人材を求める保育所と働く
意

思のある保育士等の 

間を取り持つ無料 

職業紹介所。 

平成24年 
7月に県庁 
内に設置。 

用語 

解説 

用語 
解説 

広島空港からおおむね半径5km以内を人、物、情報の交流機能を支える空港支援都市として位置づけ、高度な都市機能と豊かな自然を調和させた臨空タウンとして計画的に整備することを目指す計画。平成5年3月に策定。 

用語 

解説 

広島市東部、府中町、海田
町

における踏切遮断による慢
性

的な交通渋滞等を解消する
た

め、ＪＲ山陽本線と呉線の
計

6.3km区間を20カ所の 

踏切を撤去して高架 

化する事業。事業 

費は約960億円。 

瀬戸内海国立公園の指定80周年を記念し、平成26年春から秋にかけて実施予定の博覧会。広島、愛媛両県の島しょ部、沿岸部が一体となって、瀬戸内の島々
の魅力を国内外
へＰＲし、地域振
興を図ることを
目的とする。 

就職を希望する障害者や、
在

職中の障害者が抱える課題
に

応じて、雇用、福祉の関係
機

関と連携し、就業面と生活
面

の一体的な支援を行う機関
。 

県内の7つの 

圏域のすべてに 

設置されている。 

待
機
児
童
解
消
に
向
け
た
 

取
り
組
み
 

産
業
競
争
力
の
維
持
・
強
化
へ
の
支
援
 

鞆
地
区
に
お
け
る
今
後
の
対
応
 

円
高
や
長
引
く
景
気
の
低
迷
に

よ
り
、本
県
が
誇
る
「
も
の
づ
く

り
産
業
」
を
支
え
る
企
業
経
営
は
、厳
し

い
状
況
に
陥
っ
て
い
る
。
今
後
、外
需
や

円
高
に
左
右
さ
れ
な
い
よ
う
、県
内
企
業

の
産
業
競
争
力
の
維
持
・
強
化
に
向
け
、

さ
ら
な
る
支
援
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ

る
が
、ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。
 

さ
ら
な
る
円
高
対
策
や
政
策
減

税
の
実
施
、深
刻
な
受
注
低
迷
が

懸
念
さ
れ
て
い
る
造
船
産
業
へ
の
対
策

な
ど
を
国
へ
強
く
求
め
る
と
と
も
に
、新

分
野
展
開
等
に
必
要
な
設
備
投
資
へ
の

助
成
や
中
小
企
業
へ
の
資
金
供
給
強
化
、

新
し
い
技
術
・
設
備
の
導
入
へ
の
助
成
な

ど
、幅
広
い
支
援
を
行
う
。ま
た
、医
療

関
連
分
野
等
、よ
り
成
長
性
が
高
い
産

業
へ
展
開
を
図
る
取
り
組
み
も
進
め
る
。 

米
粉
の
消
費
拡
大
に
向
け
た
取
り
組
み
 

本
県
の
農
地
保
全
や
地
産
地
消
、

食
の
安
全
を
推
進
す
る
上
で
も
、

米
粉
の
消
費
拡
大
に
向
け
て
、米
粉
パ
ン

の
学
校
給
食
へ
の
導
入
支
援
等
に
取
り

組
む
べ
き
で
は
な
い
か
。
 

米
粉
を
使
っ
た
食
品
の
学
校
給

食
へ
の
導
入
状
況
が
全
体
の
約
二

割
の
学
校
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
の
は
、県
内

に
給
食
用
の
米
粉
パ
ン
等
を
製
造
す
る

事
業
者
が
少
な
い
こ
と
が
要
因
と
考
え
る
。

こ
の
た
め
、生
産
者
団
体
や
食
品
ス
ー
パ
ー

な
ど
実
需
者
等
で
構
成
す
る「
広
島
県

米
粉
利
用
推
進
連
絡
協
議
会
」に
参
画

し
、米
粉
の
さ
ま
ざ
ま
な
用
途
へ
の
普
及

を
進
め
、米
粉
の
消
費
拡
大
に
努
め
る
。 

山
側
ト
ン
ネ
ル
案
な
ど
か
ら
な
る

「
鞆
地
区
の
地
域
振
興
に
関
す
る

広
島
県
の
方
針
」
を
決
定
し
た
が
、い
ま

だ
地
元
住
民
の
理
解
を
得
ら
れ
て
い
な
い
。

し
か
し
、こ
の
方
針
に
掲
げ
る
高
潮
対
策

や
防
災
拠
点
の
整
備
な
ど
、生
活
に
密
着

し
た
事
業
だ
け
で
も
実
施
で
き
る
よ
う

取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、所

見
を
伺
う
。
 

鞆
地
区
の
住
民
の
皆
様
が
安
心

し
て
生
活
し
な
が
ら
、歴
史
と
伝

統
を
守
り
続
け
る
た
め
に
は
、こ
の
方

針
を
早
期
に
実
行
す
る
こ
と
が
重
要
で

あ
り
、で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
速
や
か
に
事

業
着
手
し
た
い
。具
体
的
な
事
業
推
進

に
当
た
っ
て
は
、住
民
の
皆
様
の
希
望
を

伺
い
、福
山
市
に
も
協
力
を
求
め
な
が

ら
進
め
る
。 

本
県
で
は
、来
年
度
ま
で
に
待
機

児
童
数
を
ゼ
ロ
に
す
る
た
め
、

六
十
カ
所
の
保
育
所
等
を
整
備
し
て
き

た
が
、平
成
二
十
四
年
四
月
の
待
機
児
童

数
は
三
百
三
十
五
人
と
な
っ
て
い
る
。
目

標
達
成
の
た
め
の
課
題
と
、そ
の
解
消
に

向
け
た
今
後
の
取
り
組
み
を
伺
う
。
 

市
町
と
連
携
し
、待
機
児
童
数

を
大
き
く
上
回
る
保
育
所
等
の

定
員
増
を
行
っ
て
き
た
が
、保
育
士
が

確
保
で
き
ず
定
員
割
れ
が
生
じ
た
こ
と

か
ら
、「
広
島
県
保
育
士
人
材
バ
ン
ク
」

に
よ
り
保
育
士
の
確
保
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、幼
稚
園
と
保
育
園
の
連
携
や

多
様
な
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
 

充
実
に
努
め
る
。 

愛
媛
県
知
事
が
提
案
し
た
「
瀬
戸

内
し
ま
博
覧
会
」
は
、本
県
に
も

多
く
の
観
光
客
を
呼
び
込
み
、地
域
に
大

き
な
経
済
効
果
を
も
た
ら
す
こ
と
を
、県

民
の
多
く
が
期
待
し
て
い
る
。「
瀬
戸
内

海
の
道
構
想
」
を
提
唱
し
て
い
る
知
事
と

し
て
は
、こ
の
博
覧
会
開
催
に
対
し
、ど

の
よ
う
な
思
い
を
持
っ
て
い
る
の
か
。
 

こ
の
博
覧
会
は
、瀬
戸
内
ブ
ラ
ン

ド
の
浸
透
や
地
域
活
性
化
へ
の

寄
与
、広
域
連
携
の
強
化
な
ど
、「
瀬

戸
内
　
海
の
道
構
想
」の
趣
旨
に
合
致

す
る
も
の
で
、今
後
の
構
想
実
現
に
向

け
た
推
進
力
と
な
る
よ
う
、博
覧
会
の

成
功
に
向
け
て
全
力
で
取
り
組
ん
で
い

く
。 中

国
と
の
経
済
交
流
に
つ
い
て
 

尖
閣
諸
島
を
め
ぐ
っ
て
日
中
関
係

は
悪
化
し
て
お
り
、
本
県
も
、
四

川
省
で
開
催
さ
れ
た
「
中
国
西
部
国
際

博
覧
会
」へ
の
出
展
が
取
り
止
め
と
な
っ

た
。
知
事
は
、こ
の
中
国
側
の
対
応
を
ど

う
感
じ
、ま
た
、中
国
と
の
経
済
交
流
の

有
り
様
を
ど
う
考
え
、今
後
ど
う
対
応
し

て
い
く
の
か
伺
う
。
 

中
国
内
陸
部
進
出
の
機
会
が
失

わ
れ
、極
め
て
残
念
で
あ
る
が
、

四
川
省
政
府
か
ら
謝
罪
の
意
が
示
さ
れ

る
と
と
も
に
事
業
継
続
の
要
望
が
あ
っ

た
。ま
た
、多
く
の
県
内
企
業
が
事
業
展

開
の
意
欲
を
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、本

県
が
設
置
し
た
現
地
事
務
所
の
活
用
や

新
た
な
進
出
手
法
の
模
索
等
に
よ
り
、

効
果
的
な
支
援
策
を
展
開
し
て
い
く
。 

松浦幸男議員  
自民会〈尾道市〉 

まつうら さち お 

内田　務議員  
民主県政会〈福山市〉 

うち だ 　つとむ 

問 答 問 答 

問 答 問 答 

問 答 問 答 

製粉技術の向上により、小麦粉の代用としての使途が模索されている。米の消費拡大につながるだけでなく、その食感や栄養価、小麦アレルギー対策な 
どに注目が 
集まっている。 

「
瀬
戸
内
し
ま
博
覧
会（
仮
称
）
」
 

の
開
催
に
つ
い
て
 

生
活
交
通
の
確
保
策
に
つ
い
て
 

広
島
市
東
部
地
区
連
続
立
体
交
差
事
業
 

雇
用
対
策
に
つ
い
て
 

複
数
の
市
町
や
他
県
に
ま
た
が

る
広
域
的
な
生
活
交
通
を
維
持

す
る
た
め
に
は
、こ
れ
ら
を
支
援
す
る
制

度
の
要
件
緩
和
等
の
見
直
し
も
必
要
で

あ
る
と
考
え
る
が
、今
後
、ど
う
取
り
組

む
の
か
伺
う
。
 

地
域
に
必
要
な
生
活
交
通
を
将

来
に
わ
た
っ
て
安
定
的
に
維
持
・

確
保
す
る
こ
と
は
重
要
な
課
題
で
あ
る

た
め
、各
市
町
が
設
置
し
た
交
通
会
議

等
に
参
画
し
て
連
携
を
図
る
こ
と
に
よ

り
、地
域
の
実
情
や
利
用
実
態
を
踏
ま

え
た
見
直
し
を
不
断
に
行
い
、持
続
可

能
で
最
適
な
生
活
交
通
体
系
の
構
築
に

取
り
組
む
。 

発
達
障
害
者
に
対
す
る
就
業
支
援
 

県
内
の
七
つ
の
区
域
に
「
障
害
者

就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
」
が

設
置
さ
れ
て
い
る
が
、発
達
障
害
者
の
生

活
支
援
や
就
業
支
援
に
有
効
な
訓
練
ツ
ー

ル
を
も
っ
と
積
極
的
に
活
用
す
べ
き
で
あ

る
。
発
達
障
害
に
対
す
る
支
援
の
あ
り
方

に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
、現
状

と
今
後
の
取
り
組
み
を
伺
う
。
 

障
害
特
性
等
を
踏
ま
え
た
就
職

活
動
な
ど
、決
め
細
や
か
な
支
援

が
必
要
と
考
え
、ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
等
と
連

携
し
て
、企
業
へ
の
働
き
掛
け
等
を
行
っ

て
い
る
。今
後
は
、訓
練
ツ
ー
ル
等
の
検

証
を
行
い
、同
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
し
た

就
労
支
援
機
関
に
働
き
か
け
る
こ
と
に

よ
り
、発
達
障
害
者
の
技
能
の
向
上
や

就
業
促
進
に
向
け
て
、取
り
組
ん
で
い
く
。 

県
と
広
島
市
は
、財
政
事
情
が
厳

し
い
こ
と
を
理
由
に
こ
の
事
業
の

縮
小
を
検
討
し
て
い
る
が
、広
島
都
市
圏

の
交
通
の
円
滑
化
と
地
域
経
済
の
活
性

化
と
い
う
観
点
か
ら
必
要
不
可
欠
で
あ

る
た
め
、縮
小
す
る
こ
と
な
く
事
業
を
推

進
す
べ
き
と
考
え
る
が
、所
見
を
伺
う
。
 

完
成
ま
で
長
期
間
に
わ
た
り
多

額
の
負
担
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、

市
と
連
携
し
、鉄
道
高
架
区
間
の
短
縮

も
一
つ
の
案
と
し
て
、交
通
の
円
滑
化
や

市
街
地
の
一
体
性
の
確
保
の
視
点
で
実

現
可
能
な
見
直
し
案
を
検
討
し
て
い
る
。

関
係
機
関
や
住
民
の
理
解
を
得
な
が
ら
、

早
期
に
事
業
が
実
現
 

す
る
よ
う
取
り
組
む
。 

国
の
交
付
金
を
財
源
と
す
る
緊

急
雇
用
対
策
が
来
年
度
に
終
了

す
る
が
、費
用
対
効
果
の
面
で
事
業
の
有

効
性
に
疑
問
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
成
果

と
課
題
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
、来
年
度

は
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。
ま
た
、

事
業
終
了
後
の
雇
用
対
策
に
つ
い
て
の

考
え
方
を
伺
う
。
 

こ
の
事
業
は
、失
業
率
や
有
効
求

人
倍
率
が
改
善
す
る
な
ど
一
定

の
成
果
が
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。中
長

期
的
な
諸
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、来

年
度
は
、若
者
や
女
性
の
就
業
支
援
な

ど
継
続
的
な
雇
用
に
つ
な
が
る
事
業
に

重
点
的
に
取
り
組
む
。事
業
終
了
後
に

つ
い
て
は
、こ
れ
ま
で
の
事
業
効
果
を
検

証
し
、経
済
団
体
等
と
連
携
し
な
が
ら
、

対
応
を
検
討
す
る
。 

空
港
周
辺
地
域
の
新
た
な
振
興
計
画
 

「
臨
空
都
市
圏
プ
ラ
ン
」
や
「
新
広

島
空
港
臨
空
タ
ウ
ン
整
備
計
画
」

は
、策
定
か
ら
約
二
十
年
が
経
過
し
、社

会
経
済
情
勢
も
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。

広
島
空
港
周
辺
地
域
の
新
た
な
振
興
計

画
等
を
早
急
に
策
定
し
、県
を
挙
げ
て
総

合
的
・
計
画
的
な
施
策
を
推
進
す
る
必

要
が
あ
る
が
、所
見
を
伺
う
。
 

社
会
情
勢
の
変
化
等
に
よ
り
計

画
と
乖
離
し
て
い
る
産
業
団
地

の
分
譲
や
未
利
用
地
の
活
用
が
課
題
で

あ
る
こ
と
か
ら
、空
港
周
辺
施
設
の
利

用
促
進
に
よ
る
に
ぎ
わ
い
の
創
出
な
ど
、

引
き
続
き
、こ
れ
ら
課
題
解
決
に
着
実

に
取
り
組
ん
で
い
く
。 

空
港
を
活
用
し
た
観
光
施
策
の
充
実
 

岩
国
錦
帯
橋
空
港
の
開
港
に
伴
い
、

宮
島
と
柳
井
市
の
両
観
光
協
会

が
連
携
・
協
力
し
て
観
光
客
の
誘
致
を
推

進
し
て
い
る
。
同
空
港
の
開
港
に
よ
り
利

用
者
数
の
減
少
が
懸
念
さ
れ
る
広
島
空

港
で
も
、関
係
機
関
と
連
携
し
つ
つ
、利

用
促
進
に
つ
な
が
る
観
光
企
画
・
商
品
の

創
設
な
ど
、観
光
施
策
の
充
実
を
図
る
べ

き
と
考
え
る
が
、所
見
を
伺
う
。
 

旅
行
事
業
者
と
も
協
力
し
な
が

ら
、首
都
圏
へ
の
取
り
組
み
を
さ

ら
に
強
化
す
る
と
と
も
に
、広
島
、岩
国

の
両
空
港
を
連
携
さ
せ
た
周
遊
ル
ー
ト

の
開
発
等
に
よ
る
新
た
な
需
要
の
創
出

や
、県
西
部
地
域
と
広
島
空
港
の
ア
ク

セ
ス
性
を
高
め
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、同

空
港
の
利
用
に
つ
な
が
る
誘
客
促
進
を

図
る
。 

尾熊良一議員  
公明党〈福山市〉 

りょういち ぐま お 

天満祥典議員  
自民会議〈三原市・世羅郡〉 

よし のり ま てん 

か
い
 

伊藤真由美議員  
自民会議〈安芸郡〉 

ま み ゆ とう い 

問 答 問 答 

問 答 問 答 

問 答 問 答 

　木昭夫議員  
自民会議〈東広島市〉 

たか き あき お 



一
般
質
問
（
要
旨
） 

●
１２
月
１２
日
 

12月13日開催開催 12月13日開催 

用語 
解説 

用語 
解説 

「広島県分権改革推進計画」の中で、新たな広域 自治体の姿として、 早期に自治的（地方 分権型）道州制を 
目指すべきとの 
考えを示して 
いる。 

用語 

解説 

予防から検診、医療など、が
ん

対策を総合的に進める取り
組

み。死亡率の減少に必須と
な

るがん検診の受診率が低迷
し

ており、県民総ぐるみでの
受

診率向上策や予防策、広島
発

のがん医療体制 

の構築などに取 

り組んでいる。 

補
正
予
算
一
件
、条
例
案
三
件
 

そ
の
他
の
議
決
案
件
一
件
 

原
案
可
決（
全
会
一
致
） 

 
●
国
の
経
済
対
策
に
伴
う
各
種
基
金

事
業
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の

評
価
を
適
切
に
行
い
な
が
ら
、
継

続
的
な
雇
用
へ
結
び
つ
け
る
な
ど
、

そ
の
効
果
を
最
大
限
発
揮
さ
せ
る

た
め
、
引
き
続
き
、
必
要
な
予
算

の
確
保
に
向
け
て
、
国
に
要
請
す

る
と
と
も
に
、
適
切
な
執
行
体
制

を
構
築
す
る
こ
と
。 

ま
た
、
緊
急
雇
用
対
策
の
実
施
に

当
た
っ
て
は
、
事
業
主
体
と
な
り

や
す
い
市
町
だ
け
で
は
な
く
、
県

も
主
体
的
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

長
期
展
望
を
持
っ
た
雇
用
対
策
を

実
施
す
る
こ
と
。 

●
働
く
人
の
適
正
な
賃
金
水
準
や
労

働
条
件
を
確
保
す
る
た
め
、
公
契

約
条
例
の
制
定
を
求
め
ら
れ
て
い

る
が
、
現
行
法
制
度
下
で
は
実
現

が
難
し
い
た
め
、
当
面
可
能
な
雇

用
・
労
働
条
件
の
調
査
な
ど
を
検

討
す
る
こ
と
。 

﹇
そ
の
他
﹈県
政
運
営
の
基
本
方
針
に

つ
い
て
な
ど
 

付
託
議
案
の
審
査
結
果
 

主
な
質
疑
事
項
 

補
正
予
算
二
件
、条
例
案
十
五
件
 

そ
の
他
の
議
決
案
件
五
件
 

原
案
可
決（
全
会
一
致
） 

新
規
付
託
の
請
願
一
件
 

継
続
審
査
 

 
●
地
域
還
元
型
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

導
入
事
業
に
つ
い
て
は
、
よ
り
多

く
の
県
民
が
実
感
で
き
る
還
元
方

法
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
で
き

る
だ
け
早
期
に
提
示
し
、
県
民
の

理
解
を
得
る
こ
と
。 

ま
た
、
県
民
参
加
型
の
出
資
方
法

や
太
陽
光
発
電
の
技
術
革
新
へ
の

活
用
も
検
討
す
る
こ
と
。 

●
医
師
育
成
奨
学
金
事
業
に
つ
い
て

は
、
奨
学
金
を
受
け
る
学
生
が
や

り
が
い
を
持
っ
て
末
永
く
地
域
医

療
を
支
え
て
い
く
こ
と
が
で
き
る

よ
う
教
育
内
容
の
充
実
に
努
め
る

と
と
も
に
、
引
き
続
き
、
広
島
大

学
ふ
る
さ
と
枠
の
効
果
を
生
か
し

て
、
県
内
出
身
者
の
増
加
に
努
め

る
こ
と
。 

﹇
そ
の
他
﹈小
児
救
急
医
療
の
電
話
相

談
体
制
の
充
実
な
ど
 

付
託
議
案
及
び
請
願
の
審
査
結
果
 

主
な
質
疑
事
項
 

補
正
予
算
一
件
、 

そ
の
他
の
議
決
案
件
一
件
 

原
案
可
決（
全
会
一
致
） 

●
補
正
予
算
に
よ
る
公
共
事
業
は
、

県
民
の
安
心
安
全
の
た
め
、
年
度

内
の
早
期
着
工
に
努
め
る
と
と
も

に
、
今
後
も
必
要
な
予
算
を
確
保

す
る
こ
と
。 

ま
た
、
適
正
な
工
事
監
理
を
行
う

と
と
も
に
、
厳
正
な
検
査
体
制
の

確
立
に
取
り
組
む
こ
と
。 

●
広
島
か
き
の
販
売
促
進
対
策
と
し

て
、
首
都
圏
へ
の
販
路
拡
大
の
観

点
か
ら
、
お
い
し
い
食
べ
方
や
時

期
な
ど
を
普
及
啓
発
す
る
と
と
も

に
、
加
工
製
品
の
消
費
拡
大
に
も

取
り
組
む
こ
と
。 

●
県
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
の
分
収
造

林
事
業
の
債
務
処
理
に
当
た
り
、

県
民
理
解
を
得
る
た
め
、
経
営
の

透
明
性
の
確
保
に
取
り
組
む
こ
と
。

ま
た
、事
業
を
引
き
継
ぐ
本
県
は
、

木
材
生
産
と
販
売
力
の
強
化
な
ど

の
経
営
安
定
化
や
、
担
い
手
育
成

に
取
り
組
む
こ
と
。 

﹇
そ
の
他
﹈船
舶
等
に
よ
る
カ
キ
い
か

だ
の
被
害
状
況
な
ど
 

付
託
議
案
の
審
査
結
果
 

主
な
質
疑
事
項
 

補
正
予
算
三
件
、条
例
案
一
件
 

そ
の
他
の
議
決
案
件
三
件
 

原
案
可
決
並
び
に
承
認
 

（
賛
成
多
数
） 

●
公
共
事
業
に
つ
い
て
は
、
防
災
上

重
要
な
社
会
基
盤
の
整
備
や
高
度

成
長
期
に
整
備
し
た
施
設
の
適
正

な
維
持
管
理
な
ど
を
最
優
先
課
題

と
し
て
、
来
年
度
予
算
等
で
必
要

な
事
業
費
を
十
分
確
保
す
る
こ
と
。 

●
新
た
な
県
営
水
道
事
業
を
担
う
予

定
の
新
会
社
は
、
非
公
募
で
選
定

す
る
こ
と
で
競
争
性
に
疑
念
が
あ

る
こ
と
や
、出
資
比
率
が
三
十
五
％

で
、
県
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い

お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
な
ど
、
そ
の

チ
ェッ
ク
体
制
に
疑
義
が
あ
る
。 

●
下
水
汚
泥
固
形
燃
料
化
事
業
に
つ

い
て
は
、
固
形
燃
料
化
に
必
要
な

施
設
整
備
に
関
す
る
審
査
だ
け
で

は
な
く
、
廃
熱
の
活
用
な
ど
を
含

め
、
将
来
を
見
据
え
た
総
合
的
な

観
点
で
検
討
す
る
こ
と
。 

﹇
そ
の
他
﹈広
島
市
東
部
地
区
連
続
立
体

交
差
事
業
の
見
直
し
検
討
 

付
託
議
案
の
審
査
結
果
 

主
な
質
疑
事
項
 

補
正
予
算
一
件
、条
例
案
一
件
 

原
案
可
決（
全
会
一
致
） 

新
規
付
託
の
請
願
二
件
 

不
採
択
 

●
市
町
立
学
校
職
員
の
給
与
に
つ
い

て
は
、
本
委
員
会
に
審
査
を
付
託

さ
れ
る
条
例
と
、
総
務
委
員
会
に

審
査
を
付
託
さ
れ
る
条
例
の
双
方

が
適
用
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
条
例

改
正
の
際
に
は
、
そ
の
全
容
に
つ

い
て
適
切
に
説
明
す
る
こ
と
。 

ま
た
、
公
立
学
校
教
職
員
の
給
与

制
度
に
つ
い
て
、
適
正
な
運
用
に

努
め
る
こ
と
。 

●
教
職
員
の
精
神
疾
患
等
に
よ
る
病

気
休
職
は
、
児
童
生
徒
に
多
大
な

影
響
を
与
え
る
と
と
も
に
、
代
替

教
員
の
配
置
等
に
よ
り
多
額
の
財

政
負
担
も
伴
う
こ
と
か
ら
、ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
等
か
ら
の
意
見

も
参
考
に
す
る
な
ど
、
学
校
現
場

の
実
態
を
把
握
し
つ
つ
、
効
果
的

な
防
止
対
策
に
努
め
る
こ
と
。 

﹇
そ
の
他
﹈ス
ー
パ
ー
・
サ
イ
エ
ン
ス
・

ハ
イ
ス
ク
ー
ル
指
定
校
の

取
り
組
み
状
況
 

付
託
議
案
及
び
請
願
の
審
査
結
果
 

主
な
質
疑
事
項
 

補
正
予
算
二
件
、条
例
案
一
件
 

そ
の
他
の
議
決
案
件
一
件
 

原
案
可
決（
全
会
一
致
） 

●
佐
伯
警
察
署
の
新
設
に
伴
う
管
轄

区
域
の
一
部
変
更
に
つ
い
て
は
、

管
轄
の
交
番
、
駐
在
所
が
変
わ
る

こ
と
に
対
し
、
住
民
の
中
に
、
児

童
の
登
下
校
時
の
パ
ト
ロ
ー
ル
活

動
等
に
不
安
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

変
更
後
も
、
交
番
、
駐
在
所
間
の

緊
密
な
連
携
に
よ
り
、
そ
の
不
安

を
払
拭
し
、
安
全
・
安
心
な
地
域

づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と
。 

●
緊
急
雇
用
対
策
基
金
に
つ
い
て
は
、

未
就
職
卒
業
者
を
対
象
と
し
た
就

業
体
験
事
業
を
実
施
し
て
い
る
が
、

景
気
の
低
迷
に
よ
り
、
雇
用
情
勢

は
さ
ら
に
厳
し
く
な
る
と
危
惧
さ

れ
る
た
め
、
意
欲
の
あ
る
若
者
が

希
望
す
る
仕
事
に
就
き
、
生
き
が

い
を
持
っ
て
働
く
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
雇
用
対
策
に
積
極
的
に
取

り
組
む
こ
と
。 

﹇
そ
の
他
﹈信
号
機
等
の
交
通
安
全
施

設
の
適
正
な
維
持
管
理
 

付
託
議
案
の
審
査
結
果
 

主
な
質
疑
事
項
 

国
際
平
和
拠
点
ひ
ろ
し
ま
構
想
の
取
り
組
み
 

女
性
の
社
会
参
画
を
推
進
す
る
制
度
 

「
が
ん
対
策
日
本
一
」へ
の
取
り
組
み
 

国
際
平
和
実
現
の
た
め
、こ
の
構

想
を
策
定
し
、世
界
に
そ
の
輪
を

広
げ
よ
う
と
し
て
い
る
が
、国
際
平
和
へ

の
理
解
が
十
分
と
は
言
い
が
た
い
状
況
で

あ
る
。
構
想
実
現
の
た
め
に
は
、具
体
的

か
つ
明
確
な
目
標
を
設
定
し
て
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、所
見
を
伺
う
。
 

構
想
を
具
体
化
す
る
取
り
組
み

の
方
向
性
を
示
し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
平
成
二
十
四
年
十
月
に
策
定
し
た
。

こ
の
中
で
、核
兵
器
廃
絶
に
向
け
継
続
し

た
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
発
信
や
平
和
構
築
の
た

め
の
人
材
育
成
に
つ
い
て
関
係
機
関
と

連
携
し
て
取
り
組
む
こ
と
な
ど
を
目
標

と
し
て
お
り
、そ
の
達
成
に
向
け
、具
体

的
な
取
り
組
み
を
着
実
に
進
め
て
い
く
。 

ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
つ
い
て
 

こ
の
症
状
は
、深
刻
な
社
会
問
題

と
な
っ
て
い
る
が
、簡
単
な
運
動

を
続
け
る
こ
と
で
進
行
を
防
げ
る
と
の

こ
と
で
あ
る
。
予
防
の
重
要
性
が
認
知
さ

れ
れ
ば
、介
護
が
必
要
と
な
る
人
の
割
合

を
減
少
さ
せ
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
こ

と
か
ら
、こ
の
症
状
の
認
知
度
を
高
め
、

発
症
の
危
険
性
を
低
減
す
る
た
め
、ど
の

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
伺
う
。
 

こ
の
症
状
を
含
め
、介
護
を
必
要

と
し
な
い
健
康
寿
命
を
延
ば
す

た
め
に
は
、予
防
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か

ら
、県
の
次
期
健
康
増
進
計
画「
健
康

ひ
ろ
し
ま
２１
」に
お
い
て
目
標
を
設
定
し
、

予
防
効
果
が
あ
る
と
さ
れ
る
運
動
を
中

心
と
し
た
取
り
組
み
を
推
進
す
る
。 

男
女
が
と
も
に
、仕
事
に
も
子
育

て
に
も
充
実
で
き
る
環
境
を
整

備
す
る
た
め
、
女
性
の
社
会
参
画
を
推

進
す
る
先
導
的
な
制
度
を
導
入
す
る
と

と
も
に
、県
内
企
業
へ
の
波
及
効
果
を
高

め
る
た
め
の
支
援
策
を
講
じ
る
べ
き
で

は
な
い
か
。
 

男
女
が
と
も
に
仕
事
と
家
庭
を

両
立
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
、事
業
主
や
男
性
の
意
識
啓

発
、女
性
の
継
続
就
業
や
再
就
職
の
支

援
、待
機
児
童
解
消
に
向
け
た
保
育
所

の
整
備
等
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
引
き

続
き
、女
性
の
社
会
参
画
の
推
進
に
向

け
、幅
広
く
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

く
。 

「
が
ん
対
策
日
本
一
」
を
目
指
す

の
で
あ
れ
ば
、普
及
啓
発
な
ど
検

診
の
働
き
か
け
だ
け
で
な
く
、受
診
率
向

上
に
向
け
、必
要
に
応
じ
て
、受
診
経
費

や
時
間
へ
の
対
策
に
取
り
組
む
企
業
へ
の

支
援
が
あ
っ
て
も
よ
い
と
思
う
。
今
後
、

検
診
を
受
け
や
す
い
環
境
づ
く
り
の
た
め
、

ど
の
よ
う
な
施
策
を
展
開
す
る
の
か
。
 

県
と
十
二
の
企
業（
従
業
員
総

数
約
一
万
人
）が
締
結
し
た
協

定
や
官
民
協
働
の
推
進
会
議
を
通
じ
て
、

実
情
に
応
じ
た
取
り
組
み
を
促
進
し
て

い
る
。今
後
は
、先
進
的
な
活
動
を
行
う

企
業
を
評
価
し
、広
く
周
知
す
る
こ
と

で
自
主
的
な
取
り
組
み
を
促
進
す
る
。

ま
た
、現
在
策
定
中
の
次
期「
広
島
県
が

ん
対
策
推
進
計
画
」に
も
盛
り
込
み
、

働
く
世
代
が
受
診
し
や
す
い
環
境
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
。 

新
た
な
広
域
自
治
体
に
つ
い
て
 

今
年
度
取
り
ま
と
め
る
「
新
た
な

広
域
自
治
体
の
将
来
像
」
に
つ
い

て
、平
成
二
十
四
年
六
月
定
例
会
で
知
事

は
、「
道
州
制
に
近
い
も
の
」
と
表
現
し

て
い
る
が
、平
成
十
六
年
に
策
定
し
た
広

島
県
分
権
改
革
推
進
計
画
に
お
け
る
「
広

島
県
版
道
州
制
」
と
は
ど
の
よ
う
に
異

な
る
の
か
。
 

同
計
画
で
は
、広
域
連
合
、都
道

府
県
合
併
、道
州
制
、連
邦
制
に

分
類
し
た
上
で
、「
で
き
る
だ
け
早
い
時

期
に
自
治
的
道
州
制
を
目
指
す
べ
き
で

あ
る
」と
し
て
い
る
。新
た
な
広
域
自
治

体
は
、こ
れ
に
近
い
も
の
で
あ
る
が
、道

州
制
と
い
う
名
前
を
与
え
る
適
時
で
は

な
い
た
め
、い
ず
れ
か
の
時
期
に
必
要
に

応
じ
、明
確
な
定
義
を
与
え
た
い
。 

併
設
型
県
立
中
高
一
貫
 

教
育
校
の
設
置
 

県
立
広
島
中
・
高
等
学
校
で
の
成

果
を
踏
ま
え
て
、横
ば
い
状
況
に

あ
る
県
立
高
校
の
学
力
を
さ
ら
に
引
き

上
げ
て
い
く
た
め
、来
年
度
策
定
の
「
今

後
の
県
立
高
等
学
校
の
在
り
方
に
係
る

計
画
」
の
中
で
、併
設
型
中
高
一
貫
教
育

校
の
県
東
部
・
西
部
・
北
部
へ
の
設
置
を

具
体
化
し
て
は
ど
う
か
。
 

「
広
島
県
に
お
け
る
今
後
の
高

等
学
校
教
育
の
在
り
方
を
検
討

す
る
協
議
会
」に
お
い
て
、併
設
型
中
高

一
貫
教
育
校
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
意

見
が
出
さ
れ
て
い
る
。地
域
か
ら
設
置
要

望
が
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、同
協
議
会

が
今
年
度
末
に
行
う
提
言
を
参
考
に
、

計
画
を
策
定
し
て
い
き
た
い
。 

山下智之議員  
自民会議〈廿日市市〉 

やま し さと した 

平　浩介議員  
自民会議〈福山市〉 

たいら こう すけ 

芝　清議員  
民主県政会〈東広島市〉 

しば きよし 

問 答 問 答 

問 答 問 答 

問 答 問 答 

筋力の低下や関節・脊髄の病気、骨粗しょう症など、運動器の機能が衰え、要介護や寝たきりになってしまう危険性の高い状態。 平成22年国民生活 基礎調査によると、 介護が必要となった 原因の約1/4を 
占めている。 

せき 

し
ょ
く
 

ぐ
 



ご近所で未着の方がありましたら、市・区役所、町役場、県議会事務局政策調査課でお渡しいたしますので、その旨お伝えください。また、広島県議会ホームページでもご覧いただけます。 

●政治家は有権者に寄附を贈らない! 
●有権者は政治家に寄附を求めない! 
●政治家から有権者への寄附は受け取らない!

あて先 

082ｰ513ｰ4743TEL FAX 082ｰ222ｰ9600

ひろしま県議会だよりは、6月、9月、12月、2月の各定例会後に発行します。 

〒730ｰ8509　広島市中区基町10ｰ52
広島県議会事務局　政策調査課 

http://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/gikai/ホームページ 

次回の放送スケジュール 

●本会議の傍聴●本会議の傍聴 ●本会議の傍聴 
本会議の傍聴ができます。 
本会議の開催日に、議会棟1階の受付までお越しください。 
● 受付／午前9時～　　● 先着順に50名まで 

●本会議場の団体見学●本会議場の団体見学 ●本会議場の団体見学 
本会議等の行事のない日は、本会議場の団体見学ができます。 
● 午前9時～11時半、午後1時～5時（土・日、祝日等を除く） 

●委員会の視聴●委員会の視聴 ●委員会の視聴 
委員会の審議状況が、議会棟1階のテレビでご覧いただけます。 
● 受付／委員会開催の1時間前～ ● 定員36名（希望者多数の場合抽選） 

●点字●点字・音声版の音声版のお知お知らせ ●点字・音声版のお知らせ 
視覚障害者の方へ「点字版」と「音声版（テープ版・デイジー版）」を発行
しています。ご希望の方は県議会事務局政策調査課までご連絡ください。 

本会議、委員会の開催日時は、決定され次第、ホームページでお知らせします。 

　30分のテレビ番組として、定例会における一般（代表）質

問の模様などについて、コメンテーターや記者による解説を

交えながら、わかりや

すくお伝えしています。 

　放送終了後は、県議

会ホームページで、最

新のものをご覧いただ

けます。 

　ホームページでは、県議会のしく
みや議員の紹介、委員会の開催日程
や活動状況のほか、本会議や委員会
の議事録などを掲載しています。 
　また、本会議等のインターネット
中継（生・録画）や「ひろしま県議会
ダイジェスト」の録画もご覧いただ
けます。 

広島県議会では、本紙「ひろしま県議会だより」のほかに、広報番組「ひろしま県議会ダイジェスト」や
ホームページにより、定例会の模様や議会の最新情報をお届けしていますので、ぜひご覧ください。 

放送局：広島ホームテレビ 

平成25年3月23日（土） 
　　　　　　午前10時15分～ 

2月 
定例会 

人口減少・定着化対策特別委員会 行政刷新・分権改革推進特別委員会 

産業活性化対策特別委員会 観光資源活用促進対策特別委員会 

再生可能エネルギー・防災対策特別委員会 地域医療・健康づくり対策特別委員会 

在職25年以上の功績を称え、次の議
員が表彰されました。 

全国都道府県議会議長会から次の議
員が自治功労者として表彰されました。 

永年在職議員表彰受賞者 

特別功労者（議長在職年数5年以上） 

25年表彰受賞者 

15年表彰受賞者 

宇田　　伸 〈福山市／自民会議〉 

林　　正夫 〈広島市中区／自民会議〉 

松浦　幸男 〈尾道市／自民会〉 
山木　靖雄 〈広島市西区／自民会議〉 
城戸　常太 〈呉市／自民党広志会〉 
宇田　　伸 〈福山市／自民会議〉 

佐々木弘司 〈広島市安佐南区／自民会議〉 
冨永　健三 〈広島市佐伯区／自民会議〉 
砂原　克規 〈広島市西区／自民党広志会〉 
 

放送日は、定例会の日
程により、変更となる
可能性があります。 

平
成
２４
年
８
月
２３
日
開
会
分
 

平
成
２４
年
１０
月
１２
日
開
会
分
 

平
成
２４
年
１２
月
１３
日
開
会
分
 

平
成
２４
年
９
月
２８
日
開
会
分
 

平
成
２４
年
１０
月
１
日
開
会
分
 

平
成
２４
年
８
月
２０
日
開
会
分
 

平
成
２４
年
１０
月
１０
日
開
会
分
 

平
成
２４
年
８
月
１７
日
開
会
分
 

平
成
２４
年
１０
月
１９
日
開
会
分
 

平
成
２４
年
９
月
１４
日
開
会
分
 

平
成
２４
年
１２
月
３
日
開
会
分
 

平成24年7月2日に設置した6つの特別委員会では、
これまでに次のような審議が行われました。 
（特別委員会は、特定の事項を審査・調査するため、必要に応
じて本会議の議決によって設置されます。） 

主 な 質 疑 事 項  12月18日議決 

県民福祉の向上のため、
国会や関係省庁等に提
出し、その実現を図るよ
う要望しました。 

●
産
業
競
争
力
の
維
持
・
強
化
を
図
る
た
め
の
対
策
の
充
実
を
 

　
求
め
る
意
見
書
 

長
引
く
円
高
に
対
す
る
是
正
や
デ
フ
レ
の
脱
却
に
向
け
た
政
策
、造
船
産
業
に
対
す
る

新
た
な
政
策
、「
中
小
企
業
者
等
に
対
す
る
金
融
の
円
滑
化
を
図
る
た
め
の
臨
時
措
置

に
関
す
る
法
律
」の
期
限
到
来
後
の
支
援
施
策
な
ど
の
実
施
を
求
め
ま
し
た
。 

〔
全
文
は
、広
島
県
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。〕 

　本県に広島事務所を設置（平成15年7月）
している国際連合訓練調査研究所（ユニター
ル）本部からの招聘を受け、知事とともに
スイス、オーストリアに本部がある国連機関
等を訪問しました。 
　今後の国際貢献について、各機関から示唆
に富む意見等をいただくとともに、ユニタール
と本県との連携強化について協議しました。 

【日　　　程】 
平成24年10月29日（月） 
　　　　～11月4日（日） 

【主要訪問先】 
・ユニタール本部 ・国際連合欧州本部 
・世界保健機関（WHO）本部 ・国際原子力機関（IAEA）本部 

へい 

●
財
政
健
全
化
に
係
る
計
画
的
な

定
員
管
理
 

●
新
た
な
行
政
需
要
に
対
応
す
る

多
様
な
人
材
の
確
保
 

●
財
政
健
全
化
に
向
け
た
取
り
組

み
 

●
国
の
出
先
機
関
の
事
務
・
権
限
の

移
譲
 

●
事
業
レ
ビ
ュ
ー
に
つ
い
て（
委
員

構
成
、
対
象
施
策
の
選
定
理
由

な
ど
） 

●
新
た
な
広
域
自
治
体
の
あ
り
方

（
地
方
自
治
体
へ
の
権
限
移
譲
に

向
け
た
取
り
組
み
な
ど
） 

●
議
会
の
意
見
の
施
策
へ
の
反
映
 

●
県
政
運
営
の
基
本
方
針
二
〇
一
三

（
案
）に
つ
い
て
 

●
県
と
広
島
市
の
連
携
強
化
に
向

け
た
検
討
状
況
 

 

●
中
国
に
お
け
る
反
日
デ
モ
の
影
響
 

●
「
全
力
歓
迎
課
！
」
の
取
り
組
み

に
お
け
る
市
町
等
と
の
連
携
 

●
九
州
新
幹
線
開
通
の
効
果
等
 

●
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
象
国
や
地
域
に

対
す
る
取
り
組
み
 

●
と
び
し
ま
海
道
に
お
け
る
サ
イ
ク

リ
ン
グ
ロ
ー
ド
整
備
 

●
中
国
・
韓
国
・
台
湾
以
外
の
ア
ジ
ア

地
域
等
へ
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
 

●
滞
在
型
・
体
験
型
観
光
の
取
り

組
み
 

●
実
写
版
映
画
等
の
ロ
ケ
誘
致
 

●
人
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
た
観
光

の
取
り
組
み
 

●
観
光
振
興
に
取
り
組
む
意
義
等
 

●
総
観
光
客
数
を
目
標
数
値
と
す

る
理
由
 

●
「
瀬
戸
内
　
海
の
道
構
想
」の
推

進
体
制
 

●
海
フ
ェ
ス
タ
の
来
場
者
数
等
の
適

切
な
扱
い
 

●
瀬
戸
内
し
ま
博
覧
会（
仮
称
）に

つ
い
て
 

●
尾
道
地
域
医
療
連
携
推
進
特
区

に
つ
い
て
 

●
地
域
医
療
再
生
計
画
に
お
け
る

新
プ
ラ
ン
を
含
め
た
事
業
効
果
 

●
府
中
北
市
民
病
院
と
三
原
市
立

く
い
市
民
病
院
の
今
後
の
体
制
 

●
高
精
度
放
射
線
治
療
セ
ン
タ
ー

（
仮
称
）
の
運
営
主
体
、
採
算
性

及
び
県
内
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
 

●
医
療
資
源
の
有
効
活
用
（
医
療

資
源
偏
在
解
消
の
方
策
及
び
広

島
都
市
圏
の
医
療
機
能
の
あ
る

べ
き
姿
） 

●
が
ん
検
診
の
実
態
把
握
等
 

●
患
者
の
実
態
や
居
場
所
の
状
況

把
握
、
認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
な
ど
の
認
知
症
対
策
 

●
医
療
連
携
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

整
備
事
業
に
つ
い
て
 

●
「
健
康
ひ
ろ
し
ま
２１
」
の
目
標
値

の
達
成
状
況
に
つ
い
て
 

 

●
部
局
横
断
体
制
に
よ
る
過
疎
地

域
の
振
興
 

●
本
県
独
自
の
若
者
の
社
会
減
対
策
 

●
本
県
へ
の
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
者
へ
の
定

住
定
着
に
向
け
た
支
援
 

●
都
市
部
と
過
疎
地
域
に
お
け
る

将
来
の
人
口
推
移
 

﹇
参
考
人
意
見
聴
取
﹈ 

　
澤
田
定
成
氏（
島
根
県
飯
南
町

谷
自
治
振
興
会
会
長
） 

﹇
意
見
交
換
﹈ 

里
山
に
お
け
る
鳥
獣
被
害
及
び

森
林
保
全
等
の
対
策
、
若
い
世

代
の
人
材
の
確
保
な
ど
 

●
県
内
就
職
の
促
進
に
向
け
た
郷

土
を
愛
す
る
心
を
育
む
教
育
 

●
人
口
の
社
会
減
対
策
 

●
子
育
て
の
た
め
の
環
境
整
備
 

●
雇
用
の
受
け
皿
と
な
る
よ
う
な

農
林
水
産
業
の
取
り
組
み
 

●
高
齢
化
の
進
展
に
伴
う
医
療
及

び
福
祉
対
策
 

●
広
島
県
か
ら
海
外
へ
の
移
住
者
 

●
昨
年
の
特
別
委
員
会
調
査
報
告

に
係
る
取
り
組
み
状
況
 

●
ひ
ろ
し
ま
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推

進
機
構
の
投
資
状
況
等
 

●
地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
推

進
会
議
の
検
討
内
容
等
 

﹇
参
考
人
意
見
聴
取
﹈ 

　
黒
田
清
和
氏（
コ
ベ
ル
コ
建
機
株

式
会
社
専
任
顧
問
） 

　
江
島
貴
志
氏（
オ
ー
・
エ
イ
チ
・
テ

ィ
ー
株
式
会
社
代
表
取
締
役
社
長
） 

　
笠
井
浩
氏（
医
工
連
携
推
進
機

構
専
務
理
事
・
事
務
局
長
） 

﹇
意
見
交
換
﹈ 

●
　

コ
ベ
ル
コ
建
機
の
海
外
戦
略
と

将
来
展
望
 

●
　

オ
ー
・
エ
イ
チ
・
テ
ィ
ー
の
戦
略

と
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
の
課
題
 

●
　

医
療
機
器
産
業
へ
の
参
入
に

係
る
展
望
 

●
　

日
中
関
係
の
問
題
解
決
 

●
南
海
ト
ラ
フ
の
巨
大
地
震
に
よ

る
被
害
想
定
等
 

●
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及

拡
大
 

●
消
防
団
員
の
確
保
対
策
 

 ●
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
事
業
に
係

る
具
体
的
な
計
画
の
策
定
と
地

元
事
業
者
の
活
用
等
 

●
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
推
進

す
る
た
め
の
数
値
目
標
の
明
確

化
と
最
終
目
標
等
 

●
小
水
力
発
電
の
適
正
な
箇
所
の

選
定
状
況
等
 

●
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
の
事
業

化
へ
の
可
能
性
等
 

●
原
子
力
災
害
へ
の
対
応
に
係
る

広
域
避
難
受
け
入
れ
と
国
の
方

針
と
の
整
合
性
 

●
中
央
自
動
車
道
笹
子
ト
ン
ネ
ル

の
事
故
 

 


